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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ①

発達障害は、いわば認知の障害です。さまざまな能力の発達に偏りがある

ため、うまく情報処理ができずに、「学習面や対人関係等での困難さ」が起き

てくるといわれます。しかし、学習がうまく定着しなかったり、人間関係で

悩んだりするのは、発達障害のある子どもだけではありません。また、障害

があるなしの境界に位置するグレイゾーンの子どもも多いと聞きます。

しばらくの間、発達障害のある子どもへの支援の中で、すべての子どもに

とっても必要な「家庭でのかかわり」（躾）を述べていきたいと思います。

子どもへの笑顔を絶やさない

生後間もない幼児は、母親のやさしい言葉や明るい笑顔によって

知能の正常な発達が促されるそうです。温かに言葉と表情に包まれ

ることで、子どもたちは健やかに成長していきます。それは、どん

なに大きくなっても同じことです。

私たちが生活する中で、相手の感情を理解するための視覚的情報

の一つとして、表情があります。発達障害のある子どもの中には、

相手の表情からその気持ちを推し量ったり、自分の気持ちを表情に

表したりすることが苦手な子どもがいるようです。

怒っている顔、笑っている顔、悲しい顔…ちゃんと見分けられます

コミュニケーション・スキルの発達は、相手の表情から感情や気分

取ることから始まります。表情から読み取った感情を理解し、その場

した発言や行動ができなければ、対人関係に問題が生じてきます。

子どもが、さまざまな場面で適切な言葉や表情を使えるようにする

私たち大人が手本（よきモデル）となり、それを教えていく必要があり

教師は「おはよう」と教室に入ってきた子どもを、笑顔で迎え入れ

ばいけません。ご家庭でも「ただいま」と言って帰ってきた子どもを

迎えてください。笑顔が信頼の証であることを繰り返し伝えましょう

私たちの感情の平静さや明るさは、子どもたちの心の安定に大きな

与えます。笑顔を見ることで、これからの一日に安心感をもったり、

頑張ってきたことに喜びを感じたりするのです。また、笑顔をつくるだ

その人自身のストレスも解消するという研究結果も報告されているそ

学校も家庭も、笑顔あふれる場にしていきたいものですね。
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